
　

市
内
製
造
業
で
は
、
景
況

Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
前

回
調
査
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
増

の
(+)
１
、
生
産
・
売
上
額
Ｄ

Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
５
ポ

イ
ン
ト
増
の
(+)
１
、
受
注
額

Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
に
つ

い
て
も
４
ポ
イ
ン
ト
増
の
(-)

２
で
、
前
回
調
査
よ
り
改
善

し
て
い
る
も
の
の
収
益
状
況

Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
や
や
持
ち
直
し
の
傾
向

と
い
え
る
。
経
営
上
の
問
題

点
を
見
る
と
「
売
上
、
受
注

の
停
滞
減
少
」
に
つ
い
て
は

前
回
調
査
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト

減
の
68
％
と
引
き
続
き
高
い

水
準
に
あ
り
、
続
い
て
「
競

争
の
激
化
」
が
前
回
調
査
よ

り
２
ポ
イ
ン
ト
減
の
28
％
と

な
っ
て
お
り
、
前
回
調
査
と

大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な

い
。

　

非
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

景
況
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）

中
小
企
業
や
町
工
場
の
多
い

東
大
阪
で
作
り
あ
げ
た
人
工

衛
星
ま
い
ど
１
号
の
２
つ
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
プ
レ
ー
ト

に
地
元
の
誇
り
と
想
い
を
込

め
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
」

と
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
を
説
明
。

そ
の
後
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
デ
ザ
イ
ン
画
が
伊
藤
さ

ん
か
ら
野
田
義
和
市
長
に
手

渡
さ
れ
た
。
野
田
市
長
は
伊

藤
さ
ん
に
記
念
品
の
ラ
ガ
ー

シ
ャ
ツ
を
手
渡
し
「
多
く
の

み
な
さ
ん
に
こ
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
市
内
外

を
走
っ
て
い
た
だ
い
て
、
東

大
阪
の
名
前
、
ラ
グ
ビ
ー
の

ま
ち
が
宣
伝
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
、
今
年
の
７
月
か

ら
交
付
さ
れ
る
予
定
。

『
加
入
申
込
に
つ
い
て
』

◎
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
直
営
店
及
び
郵
便
局

除
く
）
の
受
付
は
、
平
成
23

年
３
月
31
日
㈭
ま
で
。

◎
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
及
び
市
役
所
５
階
市
民
総

務
室
で
は
、
３
月
と
４
月
以

降
も
常
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
な
お
、市
役
所
５
階

市
民
総
務
室
で
は
、
３
月
26

日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
も
受

付
）

◎
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
世
帯
は
、
各
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
市
役
所
５
階
市
民
総
務

室
で
申
し
出
の
う
え
、
受
付

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方
。

掛　
　

金　

１
人
に
つ
き
６

０
０
円（
１
年
分
）１
人
１
口

に
限
る
。

共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
。
ま
た
、

会
員
が
共
済
期
間
内
に
市

外
に
転
出
し
て
も
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
は
有
効
で

す
。
な
お
、
途
中
解
約
は
あ

り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
入
院
付
加
金
・

死
亡
見
舞
金

死
亡
に
よ
る
見
舞
金
▽
世
帯

主
＝
２
０
０
万
円
、
世
帯
主

以
外
（
単
身
世
帯
を
含
む
）

＝
１
５
０
万
円

入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ
た

見
舞
金
等
▽
見
舞
金
＝
１
万

円
〜
20
万
円
、
入
院
付
加
金

＝
10
日
以
上
の
入
院
に
限
り

１
万
円
〜
３
万
円

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主
の

方
。
加
入
申
込
書
に
記
載
の

ご
住
所
が
、
住
民
登
録
あ
る

い
は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
実
際
に
お

住
ま
い
で
は
な
い
場
合
、
ま

た
は
加
入
者
が
世
帯
主
で
な

い
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

掛　
　

金　

１
世
帯
１
口
６

０
０
円（
１
年
分
）。た
だ
し
、

１
世
帯
３
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。

共
済
期
間　

交
通
災
害
共
済

と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
共

済
期
間
内
に
市
外
に
転
出
さ

れ
た
場
合
は
、
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
途
中
解

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
死
亡
弔
慰
金

（
一
口
あ
た
り
）

被
害
に
応
じ
た
見
舞
金
＝

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

死
亡
弔
慰
金
＝
１
人
１
０
０

万
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
は
、
平
成
23
年
３
月

末
頃
に
福
祉
事
務
所
が
発
送

す
る
書
類
に
同
封
し
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
部 

市

民
総
務
室 

☎
０
６
・
４
３
０

９
・
３
１
５
８

万
一
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

〝
市
民
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
〟に
加
入
を
！

一
年
間
の
大
き
な
安
心
！

現
在
、
市
内
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
直
営
店
及
び
郵

便
局
除
く
）
と
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所

５
階
市
民
総
務
室
で
、
平
成
23
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済
・

火
災
共
済
の
予
約
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
交
通
災
害
共
済
】

【
火
災
共
済
】

東大阪市

平
成
23
年
度

は
前
回
調
査
に
比
べ
る
と
11

ポ
イ
ン
ト
増
の
(-) 

28
で
、
９

ヶ
月
（
３
期
）
ぶ
り
に
改
善

し
た
。
生
産
・
売
上
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）
は
17
ポ
イ

ン
ト
増
の
(-) 

24
、
受
注
額
Ｄ

Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
は
18
ポ

イ
ン
ト
増
の
(-) 

24
、
収
益
状

況
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
に

つ
い
て
も
10
ポ
イ
ン
ト
増
の

(-) 

35
と
、
い
ず
れ
も
前
回
調

査
で
悪
化
傾
向
が
見
ら
れ
た

も
の
の
今
回
調
査
で
再
び
改

善
し
て
い
る
。

　

製
造
業
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
「
不
足
設
備
が
あ
り
」

と
回
答
し
た
企
業
は
、
前
回

調
査
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
増
の

40
％
、
一
方
「
過
剰
設
備
あ

り
」
と
回
答
し
た
企
業
は
２

ポ
イ
ン
ト
減
の
26
％
で
、
設

備
の
不
足
感
が
徐
々
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
設
備
投

資
の
実
績
で
も
「
今
期
に
実

績
が
あ
る
」
と
し
た
企
業
が

製
造
業
で
２
ポ
イ
ン
ト
増

の
19
％
と
や
や
増
加
し
て
い

る
。
た
だ
「
来
期
に
計
画
が

あ
る
」
と
し
た
企
業
は
５
ポ

イ
ン
ト
減
の
15
％
で
あ
り
、

設
備
投
資
に
向
け
た
本
格
的

な
盛
り
上
が
り
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
慎
重
な
動
き
と

な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
布
施
（
東

大
阪
市
・
八
尾
市
管
轄
）
の

有
効
求
人
倍
率
（
原
数
値
）

に
つ
い
て
、
調
査
対
象
期
の

３
ヶ
月
平
均
を
前
年
同
期
と

比
較
す
る
と
０
・
40
か
ら
０

・
47
と
改
善
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
回
調
査
で
製
造
業
の

雇
用
人
員
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期

比
）
は
３
ポ
イ
ン
ト
増
の

(-) 

10
、「
過
剰
人
員
あ
り
」

と
回
答
し
た
企
業
は
１
ポ
イ

ン
ト
減
の
20
％
と
、
や
や
改

善
し
て
お
り
、
若
干
持
ち
直

し
の
傾
向
に
き
て
い
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準

に
あ
る
。

　

市
内
製
造
業
の
来
期
の
見

通
し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に

つ
い
て
は
(-) 

14
か
ら
10
ポ

イ
ン
ト
増
の
(-)
４
、
来
々
期

の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期

比
）
に
つ
い
て
も
(-) 

25
か
ら

12
ポ
イ
ン
ト
増
の
(-) 

13
で
、

い
ず
れ
も
改
善
し
て
い
る
。

　

今
後
の
景
況
に
影
響
を
与

え
る
要
因
を
見
る
と
、「
為

替
相
場
の
変
動
」
が
11
ポ
イ

ン
ト
減
の
30
％
と
な
っ
て
お

り
、
円
高
傾
向
を
懸
念
材
料

と
み
る
企
業
が
減
っ
て
い
る

も
の
の
、高
い
水
準
に
あ
る
。

一
方
、「
米
国
の
景
気
動
向
」

や
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
景
気
動

向
」が
や
や
増
加
し
て
お
り
、

海
外
の
景
気
動
向
へ
の
注
目

度
が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

製
造
業
の
景
況
Ｄ
Ｉ
（
前

年
同
期
比
）に
つ
い
て
は「
１

０
０
人
〜
２
９
９
人
」
で
は

(+) 

31
、「
50
人
〜
99
人
」で
は

(+) 

21
、「
20
人
〜
49
人
」で
も

(+)
７
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
、「
４
人
〜
19
人
」で
は
(-)

８
、「
１
人
〜
３
人
」で
は
(-)

 

46
と
な
っ
て
お
り
、
20
人
未

市
内
中
小
企
業
動
向
調
査
報
告

製
造
業
の
景
況
は
や
や
持
ち
直
し

満
の
企
業
、
と
く
に
「
１
人

〜
３
人
」
の
景
況
は
引
き
続

き
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

市
内
製
造
業
に
お
い
て
は

景
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は

(+)
１
、
生
産
・
売
上
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
(+)
１
、受

注
額
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は

(-)
２
と
、
前
回
調
査
よ
り
も

改
善
し
て
お
り
、
景
況
は
や

や
持
ち
直
し
の
傾
向
と
い
え

る
。来
期
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）、来
々
期
の
見
通

し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）と
も

い
ず
れ
も
改
善
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
製
造
業
の
「
今
後

の
景
況
に
与
え
る
要
因
」
と

し
て
、
前
回
調
査
で
急
激
な

円
高
傾
向
を
懸
念
す
る
企
業

が
多
い
結
果
と
な
っ
た
が
、

今
回
調
査
で
は
、
為
替
相
場

の
変
動
を
懸
念
す
る
企
業
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
30

％
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
る
。
一
方
、
米
国
や
ア

ジ
ア
の
景
気
動
向
を
あ
げ
る

企
業
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

海
外
の
景
気
動
向
へ
の
注
目

度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

梅の開花始まる
枚岡梅林で今年も

　

東
大
阪
市
役
所
で
こ
の
ほ

ど
、
同
市
で
募
集
し
た
原
動

機
付
自
転
車
等
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
デ
ザ

イ
ン
を
考
案
し
た
同
市
在
住

の
伊
藤
真
二
さ
ん（
39
）を
招

い
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

同
市
で
は
、
若
手
職
員
を

中
心
に
構
成
さ
れ
た
「
東
大

阪
市
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
推
進

会
議
」
を
設
置
し
、
平
成
20

年
度
、
21
年
度
の
２
カ
年
で
、

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く

発
信
す
る
手
法
等
を
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
「
原
動

機
付
自
転
車
等
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
る
東大阪

平成22年
10月〜12月期

製
造
業
の
景
況
は

や
や
持
ち
直
し

非
製
造
業
の

景
況・見
通
し
は
改
善

製
造
業
の
設
備
投
資
の

実
績
・
計
画
と
も
大
き

な
動
き
は
見
ら
れ
ず

労
働
市
場
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
は
持
ち
直
し
の

傾
向
な
が
ら
も
依
然
と

し
て
低
い
水
準

製
造
業
の
見
通
し
は

や
や
改
善

従
業
員
規
模
別
で
は
、

「
１
人
〜
３
人
」の
規
模

層
の
景
況
感
は
厳
し
い

製
造
業
で
は
、
為
替
相

場
の
変
動
や
米
国
・
ア

ジ
ア
の
景
気
動
向
の
推

移
を
注
視

ザ
イ
ン
に
し
て
市
の
広
告
媒

体
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用
し

て
は
ど
う
か
」
と
提
案
が
あ

っ
た
。
２
０
１
９
年
に
日
本

で
行
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
を
近
鉄

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に
誘
致
す

る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東

大
阪
市
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ

か
つ
同
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ

ン
を
、
昨
年
広
報
紙
や
各
種

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
募
集
し

た
。
東
大
阪
市
内
外
か
ら
合

計
45
件
の
応
募
が
あ
り
、
選

定
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
結

果
、
伊
藤
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン

が
採
用
さ
れ
た
。（
写
真
）

　

発
表
会
で
は
、
伊
藤
さ
ん

が
「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大

阪
で
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
、

口座振替にご協力ください

お問い合わせは、
東大阪市役所  財務部納税課まで  ☎06―4309―3147

口座振替をご利用いただける市税は
●個人住民税の普通徴収分　　　●固定資産税・都市計画税

お申し込み手続きは簡単です
●納税通知書・預貯金通帳・通帳届出印を持って、預金口座のあ
　る市税取扱金融機関（阿波・徳島銀行を除く）および、ゆうちょ
　銀行・郵便局の窓口へ。
●お申し込み時に、期別振替か全期前納振替のどちらかをお選び
　ください。
●翌年度以降も同じ方法で口座振替いたします。

◆
保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
で
す

　

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
た
り
遅
れ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
医
療
保
険
室

保
険
料
課
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

特
別
な
事
情
の
あ
る
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
ご
相
談
は
、
医
療
保
険
室
保
険
料
課
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
有
効
期
限
の
短
い
保

険
証
と
な
っ
た
り
、医
療
費
が
一
旦
全
額
負
担
と
な
る「
資

格
証
明
書
」
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

納
付
期
限
内（
毎
月
末
）ま
で
に

　
　
　
　
　
納
め
て
く
だ
さ
い

東
大
阪
市
医
療
保
険
室
保
険
料
課

国
民
健
康
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

梅
の
名
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
枚
岡
梅
林
（
東
大

阪
市
出
雲
井
町
）
で
梅
の
開

花
が
始
ま
り
、
一
足
早
い
春

の
訪
れ
を
楽
し
も
う
と
大
勢

の
見
物
客
が
訪
れ
て
い
る
。

（
写
真
）

　

河
内
国
一
ノ
宮
の
枚
岡
神

社
の
境
内
に
あ
る
枚
岡
梅
林

は
、
生
駒
山
の
山
す
そ
約
２

㌶
に
「
芳ほ

う
り
ゅ
う
か
く

流
閣
」「
道み

ち
し
る
べ

知
辺
」

「
月
影
」
な
ど
30
品
種
約
４

０
０
本
の
白
梅
や
紅
梅
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
梅
林

は
、
明
治
時
代
初
期
に
同
神

社
の
氏
子
ら
地
元
有
志
が
梅

の
木
を
植
え
た
こ
と
が
始
ま

り
で
、
平
成
元
年
に
府
民
の

投
票
に
よ
り
梅
林
を
含
む
枚

岡
公
園
が
「
大
阪
み
ど
り
百

選
」
に
、
さ
ら
に
平
成
13
年

に
は
梅
林
と
神
社
の
木
立
が

環
境
省
の
「
か
お
り
風
景
１

０
０
選
」
に
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
た
。

　

眼
下
に
大
阪
平
野
を
望
む

見
晴
ら
し
の
よ
い
敷
地
に
は

か
す
か
に
梅
の
香
り
が
漂
い
、

訪
れ
た
人
々
は
美
し
く
咲
い

た
梅
の
花
を
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
り
弁
当
を
広
げ
た
り
し

て
春
の
便
り
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

同
梅
林
の
近
所
に
住
む
山

原
由
紀
子
さ
ん
（
45
、主
婦
）

は
「
毎
日
の
よ
う
に
通
り
か

か
る
枚
岡
梅
林
で
梅
の
花
が

咲
き
始
め
る
と
春
の
訪
れ

を
感
じ
ま
す
。
２
月
に
入

っ
て
何
度
か
雪
が
積
り
白
銀

の
世
界
に
咲
く
梅
も
格
別
で

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

枚
岡
公
園
管
理
事
務
所
で

は
「
今
年
の
梅
の
開
花
は
１

月
３
日
で
し
た
。
枚
岡
梅
林

に
は
30
品
種
も
の
梅
が
植
え

ら
れ
て
い
る
た
め
早
咲
き
の

梅
も
あ
れ
ば
遅
咲
き
の
梅
も

あ
る
た
め
、
数
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で

す
。
こ
れ
か
ら
暖
か
い
日
が

続
く
と
さ
ら
に
開
花
し
、
見

頃
は
例
年
通
り
２
月
下
旬
か

ら
３
月
上
旬
で
す
」
と
話
し

て
い
る
。

　

枚
岡
梅
林
へ
は
、
近
鉄
枚

岡
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
。



 3月 ４日 「原因は自分にある」 上西会計事務所 所長  上西知氏
      11日 「ゼロに立つ実践」 エスアンドエフ 代表  古田修平氏
      18日 「幸福へのブレークスルー」
　　　　　　　　　　　　　㈳倫理研究所 近畿方面長  那須隆氏
      25日 「明るく楽しく朗らかに生きる」
　　　　　　　　　　　　　    ユニジャック㈱ 代表 東谷麗子氏

●八尾市倫理法人会 倫理経営講演会

●東大阪市倫理法人会

講演テーマ 「創生への経営道」
　　　　　　㈱ジムキ文明堂 代表取締役社長  石川元章氏
朝 礼 実 演　㈱関西クラウン工業社 代表取締役  温川政佳氏
　　日　時　3月７日㈪ 18時30分～20時15分
　　会　場　大黒殿（八尾市本町6ー10ー1）  参加費 2000円

八尾市倫理法人会事務局
☎072-993-2037

毎週金曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06-6720-4602

　

八
尾
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ア
２

０
１
１
が
２
月
12
日
、
ア
リ

オ
八
尾
の
催
し
物
広
場
で
開

催
さ
れ
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

先
立
ち
「
子
ど
も
夢
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」大
賞
受
賞
者
、

小
林
瑞
季
さ
ん
（
大
正
北
小

学
校
５
年
生
）
が
登
壇
。
自

分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
留
守
番

ロ
ボ
ッ
ト
が
実
際
に
製
作
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
作
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」

と
喜
び
の
気
持
ち
を
素
直
に

表
し
、
観
客
を
和
ま
せ
た
。

　

３
回
目
で
あ
る
今
年
の
テ

ー
マ
は「
救
え
！ 

ニ
ッ
ポ
ン

バ
ラ
タ
ナ
ゴ
」。
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
る
日
本
固
有
の
在
来

魚
ニ
ッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

（
コ
イ
科
の
淡
水
魚
）
が
生

息
で
き
る
水
環
境
を
保
全
す

る
と
い
う
設
定
で
、
会
場
に

設
け
た
池
を
模
し
た
ス
ペ
ー

ス
内
で
、
ヘ
ド
ロ
や
ど
ぶ
貝

な
ど
に
見
立
て
た
オ
ブ
ジ
ェ

を
運
び
、
運
ん
だ
数
で
ポ
イ

ン
ト
を
競
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
を
経
験
で
き
る
「
八
尾
ロ

ボ
ッ
ト
連
続
教
室
」
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
や
大
学
の

研
究
室
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ

る
11
チ
ー
ム
。
参
加
者
ら
の

真
剣
勝
負
に
、
会
場
は
大
き

な
声
援
と
拍
手
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

八
尾
市
の
企
業
が
製
作
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
を
子
ど
も
が
操

縦
す
る
Ａ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と

大
学
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
が
中

心
と
な
っ
た
Ｂ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
２
部
構
成
。前
者
で
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
式
の
親
機
と

３
台
の
子
機
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
と
れ
た
若
ご
ぼ

う
チ
ー
ム
が
優
勝
。
後
者
で

は
、
４
つ
の
ア
ー
ム
が
ス
ム

ー
ズ
に
動
き
回
り
、
唯
一
満

点
を
獲
得
し
た
大
阪
工
業
大

学
エ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
。

　
「
め
ざ
せ
！ 

八
尾
の
お
茶

の
水
博
士
」
を
合
言
葉
に
来

年
も
開
催
さ
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
マ
テ
ッ
ク
八
尾
（
㈱

関
西
ク
ラ
ウ
ン
工
業
社
内

☎
０
７
２
・
９
９
１
・
８
８
９

９
）へ
。

吉祥
コラム
４

大
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

　
　

  ―

花
粉
症
と
ス
ギ
ナ

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

　

今
年
も
花
粉
症
で
悩
ま
さ
れ
る
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
花

粉
症
の
症
状
が
出
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
毎
日
が
地
獄
で
す
。

　

こ
れ
は
あ
る
先
生
の
お
話
で
す
。「
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
花
粉
を

撒
き
散
ら
す
の
は
、
子
孫
を
残
す
た
め
の
自
然
の
法
則
で
す
。
周

囲
の
土
地
が
知
ら
な
い
う
ち
に
環
境
汚
染
さ
れ
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
今
の
状
態
で
は
住
み
づ
ら
く
、
少
し
で
も
多
く
の
花
粉
を
飛
ば

し
て
子
孫
を
残
そ
う
と
必
死
の
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
。
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
も
地
球
の
生
命
あ
る
一
員
で
す
。
私
た
ち
も
そ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
体
も
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
と
同
じ
よ
う
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
人

間
が
自
然
の
法
則
に
反
し
て
自
分
た
ち
の
都
合
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
大
い
に
反
省
し
、
自
然
と
人
間
が
共
生
し
て
い
け
る
よ
う
知

恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
」。
こ
の
お
話
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　

先
日
、
岐
阜
県
中
津
川
市
在
住
の
54
歳
の
女
性
の
方
か
ら
ハ
ガ

キ
を
頂
き
ま
し
た
。
中
津
川
は
周
囲
が
山
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
昔
は
花
粉
症
の
人
は
全
く
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が

最
近
、
花
粉
症
の
人
が
年
々
増
え
て
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
涙

と
鼻
水
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
山
に
な
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で

す
。

　

こ
の
方
も
花
粉
症
で
悩
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
１
年
前
に
花
粉

症
を
克
服
し
た
人
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
つ
く
し
の
親
の
ス
ギ
ナ
の

粉
末
を
飲
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
今
年
は
ウ
ソ
み
た
い
に
花
粉
症
の

症
状
が
出
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

ス
ギ
ナ
は
農
家
の
人
に
嫌
わ
れ
る
ほ
ど
生
命
力
の
強
い
雑
草
で

す
が
、
そ
の
生
命
力
が
意
外
な
チ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

花
粉
症
と
ス
ギ
ナ
、
大
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
皆
が
自
然
に
親
し
み
、
自
然
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切

だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
東
大
阪
市
近

江
堂
２
丁
目
に
あ
る
、
大
東

冨
美
江
さ
ん（
66
）の
自
宅
で

お
茶
会
が
行
わ
れ
た
。「
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
、
お
茶
と

お
茶
菓
子
で
和
み
ま
せ
ん

か
」
を
テ
ー
マ
に
本
紙
八
尾

柏
原
支
社
が
企
画
。

　

正
座
が
苦
手
な
人
に
は
椅

子
席（
流
礼
）を
用
意
し
た
。

笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ
た
和
や

か
な
お
茶
会
と
な
っ
た
。
着

物
を
着
て
参
加
し
た
浅
井
真

由
美
さ
ん（
54
）は「
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

次
回
は
五
月
頃
開
催
す
る

予
定
。

「お葬式」について解説する中河内葬祭のスタッフ

　

２
月
10
日
、
な
ん
ば
道
頓

堀
ホ
テ
ル
に
て
八
尾
商
工
会

議
所
青
年
部（
乾
真
治
会
長
）

に
よ
る
２
月
度
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。
大
谷
徹て

つ
じ
ょ
う奘
氏（
47
）

を
招
い
て
の
講
演
会
。

　

こ
の
例
会
は
、
八
尾
Ｙ
Ｅ

Ｇ
だ
け
で
な
く
北
大
阪
Ｙ
Ｅ

Ｇ
と
守
口
門
真
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の

合
同
例
会
で
、
約
１
２
０
人

の
会
員
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
。

　

大
谷
氏
は
年
間
法
話
約

４
０
０
回
、「
書
日
め
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
」
累
計
40
万
部

を
超
え
る
、
薬
師
寺
の
人
気

僧
侶
。「
幸
せ
の
条
件
」と
い

う
テ
ー
マ
で
、
不
安
と
い
う

も
の
の
正
体
や
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
安
心
に
変
え
る
か

と
い
う
こ
と
を
分
か
り
や
す

説
い
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、「
こ
ん

な
に
面
白
い
仏
教
の
講
演
は

初
め
て
」「
１
時
間
半
の
講

演
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

っ
た
」「
た
だ
た
だ
感
動
し

た
」
と
い
う
声
が
会
場
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
た
。

本紙八尾柏原支社新企画 笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ
た

和
や
か
な
お
茶
会

め
ざ
せ
！ 

八
尾
の
お
茶
の
水
博
士

　

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ

（
正
木
猛
司
会
長
）で
は
、
今

期
よ
り
女
性
部
会
が
発
足
。

昨
年
９
月
、
今
更
聞
け
な
い

マ
ナ
ー
講
座
「
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
」
編
を
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
上
本
町
で
開
催
。

　

そ
の
第
二
弾
と
し
て
２
月

９
日
、「
お
葬
式
」編
を
八
光

殿
グ
ル
ー
プ
・
㈱
中
河
内
葬

祭
の
葬
儀
場
「
フ
ロ
イ
ト
陽

光
園
」
で
開
催
し
、
30
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

日
頃
抱
え
る
葬
儀
に
関
す
る

素
朴
な
疑
問
に
中
河
内
葬
祭

の
ス
タ
ッ
フ
が
的
確
に
答
え

な
が
ら
、
葬
儀
マ
ナ
ー
を
始

め
「
お
葬
式
」
の
意
義
や
役

割
等
を
解
説
し
た
。

　

正
木
会
長
は
「
こ
の
よ
う

な
一
種
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
な
が
ら
、
今
後
も

会
全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

今更聞けないマナー講座
「お葬式」編

八尾中央産業クラブ女性部会

大
谷
徹
奘
氏 
講
演
会
開
催

八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部
（
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

　

３
月
11
日
〜
13
日
に
八
尾

市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
'11
演
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
八
尾
に
向
け
、

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
「
遊
ｃ
ａ

ｎ
」（
本
紙
松
崎
ち
ひ
ろ
記

者
所
属
）
が
稽
古
を
重
ね
て

い
る
。

　
「
私
た
ち
で
も
舞
台
を
作

れ
る
、
だ
か
ら
あ
な
た
も
何

か
で
き
る
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
た
劇
団
名
「
遊
ｃ

ａ
ｎ
」
は
、
現
団
員
が
高
美

中
学
校
在
学
時
に
結
成
し
た

劇
団
で
、
今
年
で
12
年
に
な

る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ

し
て
本
物
に
限
り
な
く
近
い
、

細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
手

作
り
の
小
道
具
が
特
徴
で
あ

る
遊
ｃ
ａ
ｎ
。
今
公
演
の
舞

台
は
、
街
外
れ
に
あ
る
小
さ

な
仕
立
て
屋
。
そ
こ
で
働
く

二
人
の
弟
子
が
繋
ぐ
あ
る
姉

妹
の
絆
…
…
。

　

遊
ｃ
ａ
ｎ
の
公
演
日
は
３

月
11
日
の
17
時
か
ら
。
観
劇

料
無
料
。

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
「
遊
ｃ
ａ
ｎ
」が
稽
古
を
重
ね
る

'11
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
八
尾
に
向
け
て

　
「
堀
江
六
人
切
り
事
件
」

で
両
腕
を
失
っ
た
大
石
順
教

尼
。
そ
ん
な
耐
え
が
た
い
不

幸
に
も
め
げ
ず
、
自
ら
の
道

を
切
り
開
い
た
。
八
尾
の
高

安
に
庵
を
結
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
大
石
順
教
尼
と
八
尾
の

縁
は
深
く
、
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

　

堺
出
身
の
歌
手
、
寺
脇
暁

子
さ
ん
が
大
石
順
教
尼
を
テ

ー
マ
に
し
た「
凛
と
咲
く
花
」

で
日
本
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
か
ら

２
０
１
０
年
11
月
デ
ビ
ュ
ー
。

縁
の
あ
る
八
尾
で
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

日　

時
▽
３
月
20
日
㈰　

13

時
〜
16
時

会　

場
▽
ス
ナ
ッ
ク
さ
り
ー

（
近
鉄
八
尾
駅
西
口
す
ぐ
）

八
尾
市
本
町
７

−

11

−

６

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
八
尾
２
階 

☎
０
７
２
・
９
２
４
・
１
０
１
０

参
加
費
▽
５
０
０
０
円

（
美
味
し
い
料
理
付
き
）

後　

援
▽
一
般
社
団
法
人
日

本
マ
ー
キ
ュ
リ
ー

※
定
員
10
人
限
定
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
。
お
申
し
込
み
は

お
早
め
に
本
紙
八
尾
柏
原
支

社
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
会
場
が
分
か
り
に
く
い
方

は
12
時
45
分
に
近
鉄
八
尾
駅

西
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
ま
で
ご
案
内
し
ま
す
。

大
石
順
教
尼
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
凛
と
咲
く
花
」披
露

寺
脇
暁
子
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

本
紙
八
尾
柏
原
支
社
主
催

ロボットコンテストの様子

八尾ロボットフェア2011
が開催

講
演
を
熱
心
に
聞
く
参
加

者
た
ち


